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190190人が人が二十歳二十歳のの門門出出
平成31年 志賀町成人式

　　

１
月
１
月
1313
日
（
日
）、
能
登
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
志
賀
町
成
人
式
が

日
（
日
）、
能
登
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
志
賀
町
成
人
式
が

開
催
さ
れ
、新
成
人
１
９
０
人
の
う
ち

開
催
さ
れ
、新
成
人
１
９
０
人
の
う
ち
１
６
０
人
が

１
６
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
泉
町
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
が
新
成
人
を
祝

　

式
典
で
は
、
小
泉
町
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
が
新
成
人
を
祝

い
激
励
し
ま
し
た
。
新
成
人
代
表
の
小
堀
純
さ
ん
が
小
泉
町
長
か

い
激
励
し
ま
し
た
。
新
成
人
代
表
の
小
堀
純
さ
ん
が
小
泉
町
長
か

ら
記
念
品
を
受
け
取
り
、
笠
原
麗
央
奈
さ
ん
が
「
大
人
と
し
て
の

ら
記
念
品
を
受
け
取
り
、
笠
原
麗
央
奈
さ
ん
が
「
大
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る
自
立
し
た
社
会
人
を
目
指
し
て
い
き
た

自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る
自
立
し
た
社
会
人
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
盛
本
卓
郎
さ
ん
と
堀
田

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
盛
本
卓
郎
さ
ん
と
堀
田

美
月
さ
ん
が
、
二
十
歳
の
決
議
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

美
月
さ
ん
が
、
二
十
歳
の
決
議
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
乾
杯
し
て
し
ば
ら
く
歓
談
し
た
後
、

　

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
乾
杯
し
て
し
ば
ら
く
歓
談
し
た
後
、

成
人
式
実
行
委
員
が
作
成
し
た
思
い
出
の
写
真
や
恩
師
の
ビ
デ
オ

成
人
式
実
行
委
員
が
作
成
し
た
思
い
出
の
写
真
や
恩
師
の
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
を
上
映
し
、
昔
を
懐
か
し
む
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

レ
タ
ー
を
上
映
し
、
昔
を
懐
か
し
む
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
薬
剤
師
な
ど
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
町
民

　

ま
た
、
町
内
の
薬
剤
師
な
ど
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
町
民

の
寄
附
を
基
に
『
未
来
へ
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
一
環
と
し
て

の
寄
附
を
基
に
『
未
来
へ
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
一
環
と
し
て

糖
尿
病
検
査
を
無
料
で
実
施
し
、
新
成
人
に
糖
尿
病
予
防
を
呼
び

糖
尿
病
検
査
を
無
料
で
実
施
し
、
新
成
人
に
糖
尿
病
予
防
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

か
け
ま
し
た
。
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1式典会場　2謝辞を述べる笠原麗央奈さん　3記念品を受け取る小堀純小堀純さん　4司会を務める神並美幸さん㊧と石田海斗さん㊨　
5二十歳の決議を宣誓する盛本卓郎さん㊧と堀田美月さん㊨　6～8 ･10・13晴れ着姿で記念撮影　9新成人に糖尿病検査を実施　
11・14祝賀パーティーで乾杯　12ビデオレターで昔を懐かしむ新成人
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中根 健太さん（笹波）

坂井 太貴さん（高浜町）

堀田 美月さん（富来領家町）

大﨑 優斗さん（給分）

小堀　 純さん（堀松）

二十歳
の決意

花野 真由美さん（徳田）冨森 観空さん（富来地頭町）

神並 美幸さん（直海） 石田 海斗さん（東小室）

平野 さくらさん（町）笠原 麗央奈さん（富来領家町）

毎
日
を
楽
し
む

人
を
笑
顔
に
す
る

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
！

１
日
１
日
を
大
切
に

立
派
な

看
護
師
に
な
る

感
謝

愛

毎
日
感
謝

一
流
建
設
マ
ン

人
の
心
に
寄
り
添

え
る
人
に
な
る
！

頼
れ
る
人
に
な
る

立
派
な

看
護
師
に
な
る
！

教
師
に
な
る
！

自
分
に
正
直
に

人
と
良
好
な
関
係
を
築
け

る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い

跳

倉脇 祐実さん（里本江）

油谷 果奈さん（八幡）

前畑 夏弥乃さん（小室）

⻆谷 恵輝さん（赤住）

大森 麻由さん（舘開）川端 舞唯さん（高浜町）

盛本 卓郎さん（代田）宮本 健佑さん（米町）

高蔵 夏稀さん（中畠）

平橋 加奈子さん（草木）

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

二十歳
の決意

周
り
あ
っ
て
の
自
分
！

減
量

自
分
の
言
動
に
責
任

を
持
て
る
看
護
師
に

一
流
調
理
師

日
々
成
長　

感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い

We Have a Dream 

二十歳を迎えた新成人の皆さん。人生の節目で、
それぞれの胸には、夢や想いがあふれています。

二十歳の誓い
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　２年前から誘致を進めてきたレスリング競技の東京オリンピック事前合宿については、12 月下旬、小泉勝
町長が南政夫志賀町議会議長とともに東ヨーロッパのレスリング強豪国、アゼルバイジャン共和国、ジョージ
アの２カ国を訪問し、オリンピック委員会やレスリング協会と覚書を交わしました。
　事前合宿の際には、練習見学会やイベントなど世界のトップアスリートと交流する事業を計画しています。

東京オリンピック事前合宿誘致（レスリング競技）

アゼルバイジャン共和国、ジョージアアゼルバイジャン共和国、ジョージア

２カ国 ２カ国 とと 覚書締結 覚書締結

国 名 アゼルバイジャン 共和国 　　　ジョージア

公 用 語 アゼルバイジャン語 ジョージア語
面 積 86,600㎢（日本の約 4分の 1） 69,700㎢（日本の約 5分の 1）
人 口 990 万人 390 万人
首 都 バクー トビリシ
主な宗教 イスラム教 キリスト教
主要産業 石油・天然ガス、石油製品、鉄鉱など 農業、食品加工業、鉱業
主な名産品 キャビア、蜂蜜、ワイン ジョージアワイン、紅茶
そ の 他 「第２のドバイ」と呼ばれている 出身力士に「栃ノ心」、「黒海」、「臥牙丸」

それぞれどんな国？それぞれどんな国？

アゼルバイジャン共和国レスリング協会との覚書調印式 ジョージアオリンピック委員会との覚書調印式
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◆
志
賀
町
長
表
彰
◆

退
団
者
感
謝
状
（
15
年
以
上
）

島
田　

好
明
（
元
消
防
団
団
長
）

藤
田　

辰
弥
（
元
堀
松
分
団
長
）

松
本　

淳
一
（
元
土
田
分
団
長
）

消
防
団
員　

永
年
勤
続
功
労
章
（
15
年
以
上
）

大
瀧　

将
樹
（
福
浦
・
部
長
）

田
島　

善
人
（
土
田
・
部
長
）

前
田　

慎
一
（
志
加
浦
・
団
員
）

山
屋　

裕
慈
（
熊
野
・
副
分
団
長
）

大
崎　

祥
司
（
西
海
・
班
長
）

川
端　

章
仁
（
東
増
穂
・
団
員
）

瀧
山　

仁
志
（
上
熊
野
・
部
長
）

中
森
源
一
郎
（
中
甘
田
・
団
員
）

藤
田　

健
人
（
高
浜
・
団
員
）

安
田　

真
也
（
土
田
・
班
長
）

堀
井　

雅
之
（
東
増
穂
・
団
員
）

中
島　

達
也
（
土
田
・
班
長
）

端
谷　
　

満
（
福
浦
・
副
分
団
長
）

藤
田　

祐
介
（
西
海
・
団
員
）

◆
志
賀
町
消
防
団
長
表
彰
◆

優
良
団
員
（
５
年
以
上
）

的
塲　

隆
明
（
富
来
・
団
員
）

橋
田　

紘
希
（
東
増
穂
・
団
員
）

谷
内　

浩
紀
（
上
熊
野
・
団
員
）

千
歳　

祥
人
（
堀
松
・
団
員
）

井
上　

裕
太
（
志
加
浦
・
団
員
）

岡
島　

大
輔
（
加
茂
・
団
員
）

堀　
　

嘉
一
（
下
甘
田
・
団
員
）

山
瑞　

康
裕
（
下
甘
田
・
団
員
）

山
田　

一
樹
（
東
増
穂
・
団
員
）

安
田　

一
平
（
西
増
穂
・
団
員
）

三
辻　

真
吾
（
西
増
穂
・
団
員
）

辻　
　

剛
生
（
西
増
穂
・
団
員
）

田
渕　

項
介
（
上
熊
野
・
団
員
）

佐
渡　

裕
太
（
福
浦
・
団
員
）

野
村　
　

亮
（
中
甘
田
・
団
員
）

津
田　

佑
樹
（
富
来
・
団
員
）

三
谷　

弘
和
（
稗
造
・
団
員
）

◆
石
川
県
知
事
定
例
消
防
表
彰
◆

消
防
職
員　

功
労
章

村
田　

繁
樹
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
司
令
補
）

消
防
職
員　

永
年
勤
続
功
労
章

小
澤　

亮
介
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
司
令
補
）

泉　
　

卓
磨
（
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
・
士
長
）

　

１
月
５
日
（
土
）、
志
賀
町
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
志
賀
町
防

災
公
園
で
は
、
町
消
防
団
16
分
団
員
２
９
８
人
と
志
賀
消
防
署
員
が
、
防
火
防

災
の
決
意
を
新
た
に
集
結
し
ま
し
た
。観
閲
式
と
功
労
団
員
へ
の
表
彰
式
の
後
、

米
町
川
（
神
代
地
内
）
で
消
防
車
両
19
台
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
出
初
式

平成
31年

 

有　

料　

広　

告　

欄

日
爪　

康
光
（
元
稗
造
分
団
長
）

新
田　
　

実
（
元
上
熊
野
分
団
長
）

上
嶋　

都
夫
（
元
加
茂
分
団
長
）

中
林　

琢
也
（
元
富
来
分
団
長
）

平
田　

紳
也
（
元
西
浦
分
団
班
長
）

龍
揖　

賢
司
（
元
上
熊
野
分
団
部
長
）

土
田　

一
成
（
元
高
浜
分
団
長
）

藤
森　

幸
雄
（
元
稗
造
分
団
班
長
）
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除雪機除雪機のの作動時作動時にはには細心細心のの注意注意をを !!

歩行型除雪機のデッドマンクラッチ（安全装置）
無効化による死亡事故が発生しています！

除雪機については、次の点にも注意してください。
 ◆定期点検を行う。特に安全装置が正常に動作するか確認する。
 ◆エンジンをかけたまま、投雪口に手を突っ込まない。
 ◆除雪中だけでなく、移動中や収納中にも気を付ける。特に、後進時はより注意。

デッドマンクラッチとは
手を離すと自動に除雪機が止まる
大切な安全装置です。
器具で固定したり、ひもで縛ったりして
無効化するのはやめましょう。 ハンドル式 ループ式

デッドマンクラッチ デッドマンクラッチ

【事故事例】【事故事例】除雪機にひかれる事故除雪機にひかれる事故
　除雪機の下敷きになっているところを発見され、病院へ搬送後、死亡が確認された。被災者は、坂道で除
雪後、後進で下っているときに転倒し（図１）、あお向けになった被災者に除雪機が乗り上げた後、なお後
進する除雪機のオーガ ( 除雪機の前の雪を砕くらせん状の刃 ) に腕の着衣を巻き込まれ、そのまま後方へ引
きずられたと考えられる。
　なお、当該製品には、デッドマンクラッチが装備されていなかった。

危ない !!危ない !!
デッドマン

クラッチの
デッドマン

クラッチの

固定固定

デッドマンクラッチを
固定して無効化すると

除雪機が止まらず、思わぬ
重大な事故になります。➡

問 商工観光課　☎ 32-9341
消費者庁作成資料から抜粋

図 1
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